
2012年（平成24年）8月31日（金曜日）（2）第0042号 

一発ゴー！ Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

（1）2012年（平成24年）8月31日（金曜日） 第0042号 

 

〒891-0108 
鹿児島市中山1丁目14-29 
TEL 099-267-7594 
 

■本　社 

松 下 孝 行  
 齋 藤 恭 誠  
 

 

0120-079-089 
 

編集責任 

発 行 人  

一発ゴー！ Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

（インターネット版） （インターネット版） 

鹿児島県鹿児島市田上町4247-5　宇宿モデル 

● 

くりの整形クリニック ● 
スーパードラッグ 
コスモス 

●NTT 
　ひろき保育園 
　　　　● 

● 

至森山団地 

美容院 

至
広
木
農
協
前
 

脇 田 川 

●ファミリー 
　マート 

● 

リフォーム和住建 

向陽小入口 

至宇宿 

GS 
広雲寺 

● 

川原泌尿器科 ● 

□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。 
　資料等をお送り致します。 0120-079-089 

■松下孝建設、自立循環型「ゼロ・エネルギー・ハウス」の概念■ 

●年間冷暖房負荷それぞれ15kWh/m2
●年間一次エネルギー消費量（家電も含む)120kWh/m2
●気密性能として50パスカル加圧および減圧時に漏気回数が0.6回

松下孝建設の「ゼロ・エネルギー・住宅」は住宅性能で≠0

78％減 
一次エネルギー消費量

22％減 
 

設備機器

56％減 躯体設計

一般住宅 

100% 
(70～90GJ/年) 

一次
エネルギー消費量

＝ 
22％減
一次エネルギー創出量

創エネ(発電)効果

太陽光発電、太陽熱温水器
地中熱利用 等

０ 
　左図は「ゼロ・エネルギー・住宅」の概念図です。 
一般の「ゼロ・エネルギー・住宅」との大きな違いは、
住宅性能で消費エネルギーをゼロに近づけること
です。自家発電した電力を自分の住宅で全て消費し
てしまうのではなく、売電のほか電気自動車の充電
等、余力のある住宅こそ松下孝建設が目指す本格的
な「ゼロ・エネルギー・住宅」です。 
参考：ヨーロッパのパッシブハウス基準

省エネ効果 

＋ 
100%減 
(70～90GJ/年) 

発電量の78％が
売電可能

（創エネ・42～54GJ/年) 

(15～20GJ/年) 

消費量     

消費量 

消費量 
消費量 

(15～20GJ/年) 

(15～20GJ/年) 

(0 GJ/年） 

+α 

◎松下孝建設の場合、躯体設計
でのエネルギー削減率は56％
減を目指しています。
その根拠は、躯体構造が「次世
代省エネルギー基準」温熱環
境・省エネルギー対策等級4を
ベースに、さらに性能アップを
行って躯体構造のゼロ・エネル
ギーを目指しています。エネル
ギー使用量は設備機器の（15
～20GJ）のみの消費を目指し
ています。

◎松下孝建設の場合、
創エネで必要となるエ
ネルギーは設備機器で
使用される22％（15
～20GJ）のみです。
「ネット・ゼロ・エネ
ルギー・住宅」と同じ
創エネ量が確保できる
と し て 計 算 す れ ば 、
27～34GJの+α（ア
ルファ）になります。

◎松下孝建設が、「ネット・ゼロ・エネルギー・住宅」と同じ創エネ設備を採用した場合。

1 kWh = 3.6 MJ
1 MJ = 0.2778 kWh
1ＧＪ＝277.8kWh
ですから変換には

kWh → MJ 変換は 3.6 を掛ける
MJ → kWh 変換は 0.2778 を掛ける
GJ→kWh変換は277.8を掛ける

Ｊ（ジュール）とＷｈの変換

27GJ=7,500.6kWh×（売電42円）≒315,025円／年
34GJ=9,445.2kWh×（売電42円）≒396,698円／年
〜

創エネ（42～54GJ）ー設備機器（15～20GJ）=27～34GJ
※27～34GJの売電が可能です。また、その分、創エネ設備を減らすこと
もできます。全て売電に回すと下記のようになります。

これが住宅性能の差 

他社 28～36GJ ー 松下孝建設 15～20GJ ＝ 住宅性能差 13～16GJ
（1面の図と上図の、一次エネルギー消費量の比較） 

※計算上ではこの分+αになります。 

自 立 循 環 型  

「ゼロ・エネルギー・ハウス」 
好評公開中！好評公開中！

鹿
児
島
は
温
暖
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、冬
期
間
も
10
度
を
切
ら
な
い
室
内
環
境
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

我
慢
強
さ
が
徒
と
な
る
脳
血
管
疾
患
の
現
実
。

我
慢
強
さ
が
徒
と
な
る
脳
血
管
疾
患
の
現
実
。

鹿
児
島
の
住
宅
は
、も
っ
と
高
性
能
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
！

　
ま
さ
か
と
お
思
い
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
県
は
、
日
本

で
最
も
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
・
脳

梗
塞
等
）
の
多
い
土
地
で
す
。

　
脳
血
管
疾
患
は
、
塩
分
の
取
り
す

ぎ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
東
北
地
方
が

多
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
鹿
児

島
の
人
々
が
、
そ
ん
な
に
塩
分
を
取

り
過
ぎ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
図
・
２
の
様
に
女
性
で
は
、
秋

田
・
宮
城
・
山
形
県
よ
り
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
東
北
と
同

じ
よ
う
な
塩
分
量
の
北
海
道
で
は
脳

血
管
疾
患
が
少
な
い
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
近
年
の
研
究
で
判
っ
て
き
た
こ
と

は
、
確
か
に
東
北
は
塩
分
の
取
り
過

ぎ
と
い
う
側
面
は
あ
る
に
せ
よ
東
北

と
同
じ
よ
う
に
脳
血
管
疾
患
の
多
い

鹿
児
島
や
高
知
県
の
場
合
は
、
塩
分

摂
取
量
と
は
、
あ
ま
り
関
係
が
な
い

事
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
保
険
機
構
の
塩
分
量
の
多
い

　
断
熱
施
工
が
重
要
な
の
は
、
断
熱

は
、
暖
房
し
て
い
な
い
部
屋
の
温
度

も
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
断
熱
性
能
が
高
い
と
窓
か

ら
の
日
射
熱
や
人
体
、
照
明
、
家
電

か
ら
の
熱
が
屋
外
に
放
熱
さ
れ
に
く

く
な
る
か
ら
で
す
。

　
表
・
1
は
、
Ⅳ
地
域
（
東
京
）
の

同
じ
住
宅
モ
デ
ル
を
用
い
て
、

（
1
9
8
0
年
基
準
・
等
級
2
）
、

（
1
9
9
2
年
基
準
・
等
級
3
）
、

（
1
9
9
9
年
基
準
・
等
級
4
）
、

（
1
9
9
9
年
基
準
・
等
級
4+

α

等
級
・
2
0
2
0
年
基
準
相
当
）
の

5
種
類
の
住
宅
の
一
日
中
暖
房
し
て

い
な
い
寝
室
の
温
度
を
計
算
に
よ
っ

て
求
め
た
も
の
で
す
。

　
断
熱
性
能
が
高
い
ほ
ど
終
日
、
暖

房
し
て
い
な
し
寝
室
の
温
度
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

　
起
床
時
間
の
6
時
の
温
度
を
比
較

す
る
と
1
9
8
0
年
基
準
の
住
宅
と

1
9
9
9
年
基
準
の
住
宅
で
は
4.7
℃
、

1
9
9
9
年
基
準
＋
開
口
部
強
化
住

宅
で
は
6.7
℃
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
温
度

は
、
10
℃
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
健
康
面
か
ら
は
常
時
10
℃

以

上
の
室
温
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
1
9
9
9
年
基
準
（
次

世
代
省
エ
ネ
基
準
・
等
級
4
）
が
必

要
で
す
。

　
鹿
児
島
県
は
、
省
エ
ネ
基
準
の
分

類
で
は
Ⅴ
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｑ
値
は
Ⅳ
地
域
と
同
じ
で
す
。

　
松
下
の
住
宅
性
能
は
①
の

1
9
9
9
年
基
準
・
等
級
4+

開
口

部
強
化
・
2
0
2
0
年
基
準
相
当
）

を
標
準
に
施
工
し
て
い
ま
す
。
鹿
児

島
の
住
宅
は
、
現
在
で
も
③
・
④
基

準
が
標
準
で
す
。
残
念
な
が
ら
こ
れ

が
脳
血
管
疾
患
が
減
ら
な
い
原
因
に

も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

鹿
児
島
県
の
脳
血
管
疾
患
は
、

東
北
よ
り
も
多
い
と
い
う
現
実
。

国
の
筆
頭
は
、
日
本
で
す
が
世
界
一

の
長
寿
国
で
す
。
塩
分
量
の
摂
取
量

が
少
な
い
ア
メ
リ
カ
は
28
位
で
す
。

　
脳
血
管
疾
患
も
塩
分
量
以
外
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
研

究
が
進
ん
で
き
た
結
果
、
日
本
の
場

合
は
、
冬
の
住
宅
環
境
に
問
題
で
あ

る
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。

　
20
年
前
は
、
日
本
一
の
脳
血
管
疾

患
を
発
症
さ
せ
て
い
た
宮
城
県
で
は
、

住
宅
の
高
断
熱
化
に
よ
っ
て
、
男
女

と
も
に
脳
疾
患
が
大
幅
に
改
善
さ
れ

て
来
て
い
ま
す
。

　
特
に
栃
木
や
群
馬
の
場
合
は
、
女

性
の
脳
血
管
疾
患
が
多
い
の
で
す
が

「
か
か
あ
天
下
と
空
っ
風
」
共
通
す

る
の
は
、
女
性
が
と
て
も
働
き
者
で

我
慢
強
い
、
こ
れ
は
鹿
児
島
や
高
知

県
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
確
か
に
栃
木
や
群
馬
、
高
知
、
鹿

児
島
県
な
ど
は
、
夏
暑
い
地
域
で
す

が
、
冬
も
ま
た
空
っ
風
が
吹
い
た
り
、

高
低
差
の
あ
る
土
地
柄
で
、
冬
は
意

外
と
寒
い
地
域
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
人
間
は
、
20
℃
を
切
れ
ば
、
寒
さ

を
感
じ
始
め
、
15
℃
以
下
に
な
る
と

暖
房
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
南
国
の
鹿
児
島
で
も
一
年
に
一
度

や
二
度
は
雪
が
降
り
ま
す
し
、
マ
イ

ナ
ス
10
℃
以
下
に
成
る
こ
と
も
ざ
ら

に
あ
り
ま
す
。

　
研
究
者
の
調
査
で
は
、
寒
冷
地
の

北
海
道
で
は
、
室
内
温
度
が
10
℃
以

下
で
生
活
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
栃
木
や
群
馬
、
鹿
児
島
で
は
、

10
℃
以
下
で
生
活
し
て
い
る
例
が
非

常
に
多
い
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
が
多
い
原
因

は
、
住
宅
の
断
熱
不
足
で
冬
の
寒
さ

を
我
慢
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
こ
と
が
判
っ
て
き
た
の
で
す
。

冬
の
寒
さ
を
我
慢
す
る
生
活
が

脳
血
管
疾
患
の
引
き
金
に
・・
。

 

健
康
の
目
安
は
、暖
房
な
し
で
も

10
℃
を
切
ら
な
い
室
内
温
度
。

　
更
に
脳
血
管
疾
患
以
外
に
も
、
多

く
の
病
気
が
住
宅
の
温
熱
環
境
に
起

因
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
糖
尿
病
の
発
症
も
70

％
以
上
、
温
熱
環
境
に
影
響
さ
れ
て

発
症
す
る
と
言
う
こ
と
な
ど
、
冬
季

の
温
熱
環
境
の
重
要
性
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
高
断
熱
・
高
気
密
住
宅
は
、
冬
対

策
の
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
も

快
適
に
過
ご
せ
る
住
宅
で
す
。
し
か

も
夏
の
冷
房
経
費
や
暖
房
経
費
も
驚

く
ほ
ど
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
　

　
家
族
の
健
康
を
守
る
高
性
能
住
宅

を
松
下
孝
建
設
の
自
立
循
環
型
「
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
で
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
に

必
要
な
高
断
熱
・
高
気
密
住
宅
。

 

 

　
各
大
学
の
フ
ィ
ル
ド
調
査
の

結
果
判
っ
て
き
た
こ
と
は
、
脳

血
管
疾
患
が
多
い
東
北
以
南
の

温
暖
地
域
で
は
、
冬
季
間
の
住

宅
の
温
熱
環
境
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
、
食
文
化
以
上
に

住
環
境
が
健
康
に
大
き
な
関
わ

り
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、

東
京
大
学
、
北
海
道
大
学
や
慶

応
大
学
、
近
畿
大
学
の
研
究
で
、

冬
季
の
温
熱
環
境
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
各
県
の
人
々
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
が
温
暖
地
域

で
あ
る
た
め
断
熱
な
ど
必
要
な

い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

■脳血管疾患の都道府県別年齢調整死亡率　【平成17年】

全国　61.9 

　　～54.3（　9県） 

54.4～59.7（12県） 

59.8～65.1（11県） 

65.2～70.5　（　6県） 

70.6～　　　（　9県） 

男　性 図・１ 

全国　36.1 

　　～31.3（　5県） 

31.4～34.5（13県） 

34.6～37.7（14県） 

37.8～40.9（　7県） 

41.0～　　　（　8県） 

女　性 図・2
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